
科目シラバス 年度

■科目基本情報

■科目詳細情報

第 17 週
製品企画演習

企画書提出

第 15 週
製品企画演習

企画書作成

第 16 週
製品企画演習

企画書作成

第 13 週
製品企画演習

3次元CADによる試作デザインの作成・修正・デザインチェック

第 14 週
製品企画演習

3次元CADによる試作デザインの作成・修正・デザインチェック

第 11 週
製品企画演習

スケッチによるデザイン検討

第 12 週
製品企画演習

3次元CADによる試作デザインの作成

第 9 週
製品企画演習

改善案考察

第 10 週
製品企画演習

スケッチによるデザイン検討

第 7 週
製品企画演習

グループワークによるアイデア展開

第 8 週
製品企画演習

アイデア展開の内容発表

第 5 週
製品企画演習

製品評価テストの評価まとめ

第 6 週
製品企画演習

ユーザーイメージ考察

製品の内部構造・機構の仕組みについて

第 3 週
製品企画演習

既存製品の市場調査・ポジショニングマップ作成

第 4 週
製品企画演習

既存製品の製品測定・評価テスト

参考文献・資料 特になし

履修上の留意点 特になし

授業計画

第 1 週
製品企画演習

授業概要・進め方の説明

第 2 週
製品企画演習

100%

加工データの仕上がり　30％　製作物の仕上がり　30％　仕様書・企画書の仕上り　30％　平常点　10%

授業外における学修 特になし

教科書・教材 特になし

0% 課題評価 90% 平常評価 10% 合計

授業方法 実際の製品を製作する演習を行い、製品開発のプロセスを実践する。

実務家教員による
実践的教育の内容

製品のデザインに加え内部構造や機構の設計の考察、既存の製品を評価・測定することによる使用される環境や使用す
るユーザーの考察することで、より実践的な学びを提供する。

成績評価方法

筆記試験
定期試験 0%

筆記試験
小テスト 0% 実技試験

連携企業等

授業概要
製品の外観のデザインに加え、内部構造の考察、機能制御の考察、使用環境の考察、ユーザーとのコミュニケーションの
考察といった広い条件を考慮した製品開発のプロセスを実践することで、より実践的な製品のデザインについて学ぶ。

到達目標
製品の内部構造や機能について考察し、実際の製品に触れることによる使用環境やユーザー視点を考察をすることで製
品デザインの完成度を高める手法を習得する。試作品を製品として完成させ、企画書の作成、プレゼンテーションまでを
行なう。

教員の実務経験 有：実務経験のある教員による授業科目 実務経験職種 機械開発設計

企業等連携授業 該当しない
職業実践専門課程
の企業等連携科目

通年

必修/選択区分 必修 授業形態 演習

担当教員 齋藤　優希

2025

科目名 製品企画Ⅱ 科目コード 6190

授業時間/週 前期3,後期3 時間/週 年次 2年 学期



第 34 週
「インテリアプロダクト」製品企画

プレゼンテーション

第 32 週
「インテリアプロダクト」製品企画

プレゼンテーション資料作成

第 33 週
「インテリアプロダクト」製品企画

プレゼンテーション資料作成

第 30 週
「インテリアプロダクト」製品企画

製品撮影

第 31 週
「インテリアプロダクト」製品企画

製品仕様書作成

第 28 週
「インテリアプロダクト」製品企画

3次元CADによる改善加工データの作成

第 29 週
「インテリアプロダクト」製品企画

改善加工・組立・仕上りの確認

第 26 週
「インテリアプロダクト」製品企画

加工・組立・仕上りの検証

第 27 週
「インテリアプロダクト」製品企画

3次元CADによるデザイン設計・データ改善

第 24 週
「インテリアプロダクト」製品企画

3次元CADによる試作品デザイン設計・データ改善

第 25 週
「インテリアプロダクト」製品企画

3次元CADによる加工データの作成

第 22 週
「インテリアプロダクト」製品企画

コンセプト・デザイン決定

第 23 週
「インテリアプロダクト」製品企画

3次元CADによる試作品デザイン設計・データ改善

第 20 週
「インテリアプロダクト」製品企画

コンセプト立案・アイデアスケッチ

第 21 週
「インテリアプロダクト」製品企画

コンセプト立案・アイデアスケッチ

授業計画

第 18 週
「インテリアプロダクト」製品企画

課題説明・スケジュール工程確認

第 19 週
「インテリアプロダクト」製品企画

市場調査・アイデア展開


